
血尿をきたす疾患

壊死性血管炎、紫斑病、多発性嚢胞腎、海綿腎、腎乳頭壊死、
前立腺肥大症、放射線性膀胱炎、間質性膀胱炎

その他

腎杯憩室、膀胱憩室憩室症

腎動・静脈血栓、腎梗塞、腎動静脈瘻、腎動脈瘤、
ナットクラッカー現象

腎血管性病変

腎外傷、膀胱外傷尿路外傷

腎細胞癌、腎盂腫瘍、尿管腫瘍、膀胱腫瘍、前立腺癌尿路性器腫瘍

腎結石、尿管結石、膀胱結石尿路結石症

腎盂腎炎、膀胱炎、前立腺炎、尿道炎、尿路結核尿路感染症

凝固線溶異常（DIC、血友病）、抗凝固療法血液凝固異常

薬物過敏症など間質性腎炎

糸球体腎炎、IgA腎症、Alport症候群、
菲薄基底膜病（thin basement membrane病）糸球体疾患
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顕微鏡的血尿の診察の進め方

リスクファクター
40歳以上の男性／喫煙歴／化学薬品暴露
肉眼的血尿／泌尿器科的疾患／排尿刺激症状
尿路感染の既往／鎮痛剤(フェナセチン)多用
骨盤放射線照射歴／シクロフォスファミド治療歴

試験紙法 尿潜血(＋)以上、尿蛋白(－)

新鮮随時尿
尿沈渣

RBC≦4/HPF

ヘモグロビン尿・ミオグロビン尿の有無

異常なし 所見あり

尿沈渣再検

溶血性疾患の検討

血清CPK、尿中ミオグロビン測定

横紋筋融解症などの検討

RBC≧5/HPF

リスクファクターありリスクファクターなし

腎膀胱超音波検査
尿細胞診
膀胱鏡(適応あり)

所見あり

CT、場合によってはIVC

所見あり異常なし

悪性腫瘍
尿路結石
腎嚢胞
その他

3年未満継続

定期的な精査

3年以上継続

腎実質性疾患
の可能性

腎膀胱超音波検査
尿細胞診

異常なし

尿蛋白、尿中変形赤血球、赤血球
円柱、血圧、血液生化学検査
(CH50, C3, C4, IgG, IgA)

異常なし所見あり

定期的に再検確定診断へ
(腎生検を含む)

腎実質性疾患

尿検査異常の発見

尿検査異常の確定

原因診断
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肉眼的血尿の初期診察の進め方

肉眼的血尿(持続的または間歇的) 
抗凝固剤内服の有無にかかわらず精査

詳細な病歴聴取
間歇的血尿の有無
血尿の出現時期
随伴症状の有無等

尿検査：血尿の確認、尿沈渣内の異型細胞の有無
腹部、膀胱部エコー検査
尿細胞診検査
血液生化学検査
男性50歳以上：PSA(前立腺特異抗原)検査
膀胱鏡検査

ヨード系造影剤アレルギーあり
または腎機能低下
MR Urography、排泄性MR尿路造影
逆行性腎盂造影、分腎尿細胞診

ヨード系造影剤アレルギーなし、腎機能正常
CT Urography、排泄性MR尿路造影
Multi-Detector Row CTと静脈性尿路造影を組み合わせたCT
Urography
またはCT-only CT Urography

上部尿路に異常所見の疑い

腎盂尿管鏡検査、分腎尿細胞診

所見あり 所見なし

確定診断 3年間厳重経過観察

内科的腎疾患の精査

泌尿器科的疾患の所見なし

(血尿診断ガイドライン2006)



肉眼的血尿の経過観察の進め方

3年間厳重経過観察：3~6ヶ月間隔
尿検査
尿細胞診
血液検査
腹部膀胱部エコー検査
膀胱鏡検査
CT Urography：必要時

所見出現

確定診断へ

異常なし

泌尿器科的疾患の可能性は少ない

年1~2回の経過観察

所見出現

専門医紹介
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